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内容目次：ベンゾ(a)ピレン ピレン ナフタレン 1ニトロピレン ビスフェノール A オクチル

フェノール ノニルフェノール フタル酸ジ(2エチルヘキシル) フタル酸ジブチル トリクロロ

エチレン テトラクロロエチレン 1,1,1トリクロロエタン ジクロロメタン ベンゼン トルエ

ン キシレン Nニトロソアミン 重金属 クロルデン クロリピリホス トリブチルスズ化合物

トリフェニルスズ化合物 フタル酸ジクロロヘキシル フタル酸ジエチル フタル酸ブチルベンジ

ル ベンゾフェノン オクタクロロスチレン アジピン酸ジエチルヘキシル ビスフェノール A ジ

グリシジルエーテル オクチルフェノールエトキシレートおよびノニルフェノールエトキシレート

遺伝毒性 チトクロム P450 ペルオキシーム増殖剤活性化受容体 環境化学物質とフリーラジカル

掲載内容：代表的な環境化学物質について，物理学的性質，用途，ヒトへの曝露経路，ヒトへの曝

露基準値，毒性，体内動態，代謝，代謝図，ヒト組織での代謝，薬物代謝酵素の及ぼす影響，今後

の課題について，最新情報を含む膨大な文献・資料を網羅的に収集し，整理したものである。
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WHO（世界保健機関） 好評発売中
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らかにしている。フルカラーの地図や図表により，明解かつ理解しやすい形式で，諸国間の類似性
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